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マネージメント・バイアウトのための株式譲渡契約締結に関するお知らせ 
 
 当社は、平成 26年 9月 26日開催の親会社株式会社ディスコ（以下「ディスコ」といいます。）
の取締役会において、平成 26年 10月 17日を効力発生日として、合同会社クロスエッジホール
ディングス（代表社員 関家圭三）並びに当社取締役へディスコ所有テクニスコ株式全株式を譲
渡する決議がなされ、株式譲渡契約を締結しましたので下記の通りお知らせいたしますとともに、

何卒これからも変わりなくご指導・ご鞭撻賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 
 

記 
 
１． マネージメント・バイアウトの目的 
 当社は、独創の微細加工技術を基盤に光通信用ヒートシンク、高出力レーザー用ヒートシンク、

MEMS 用インターポーザガラス並びにスルー・ガラス・ビア（TGV）、ライフサイエンス用マ
イクロ流路ガラス等中長期的に成長が見込まれる製品群を有しているものの、親会社であるディ

スコの事業領域から外れるため、両社の経営のシンプル化 および 今後の更なる経営効率向上に
より顧客満足を高めるためにMBO(マネージメント・バイアウト)を実施することとなりました。 
 
２． 合同会社クロスエッジホールディングスについて 
代表社員  関家 圭三 

  資本金  10百万円（平成 26年 9月 26日現在） 
  株主  関家 圭三（100%） 
  主要取引銀行 野村信託銀行 
 
３． 株式譲渡による業績への影響の見通し 
 親会社ディスコとの事業領域が違うことから今回のMBO（マネージメント・バイアウト）に
よる当社の連結および単体業績への影響は想定しておりません。 
  
４． 今後のディスコとの関係 
 この度、MBO(マネージメント・バイアウト)を行いますがディスコとは良質な関係を維持し
顧客満足に必要なコラボレーション(協働)は継続していく所存です。 

以上 
 


